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めたもので，全 6 章より構成されている o
第 1 章では，核融合炉診断システムにおける光学窓材料の必要性と核融合14MeV 中性子による基本的な問題(照
射影響)について概説している o その上で，光学窓材料の14MeV 中性子照射効果研究の重要性と意義について述べ，
本研究の自的を示している。
第 2 章では，核融合炉光学系診断システムの測定の S/N比の劣化原因となる光学窓材料の14MeV 中性子誘起発
光について調べるために，独自に開発した微弱光用その場測定型微弱光スベクトロメーターの特'性について述べ，高
線量率放射線環境下においても高感度で14MeV 中性子誘起発光効率を測定できることを明らかにしている o




第 4 章では， 14MeV 中性子誘起発光機構についてのモデルを提案し，シミュレーション計算によって全中性子核
反応生成粒子による石英窓材の誘起発光光子数を求めている。そして，本モデルによる計算結果は，第 3 章の実験結
果と 2 倍以内で一致することを示し，本モデルによる計算によっても光学窓材料の14MeV 中性子誘起発光量の推定
が司能であることを明らかにしている O














れている o そして，それらの発光スベクトルデータは国際熱核融合実験炉(ITER) の設計の為のデータベー
スに取り入れられている。
3) 提案している光学窓材料の14MeV 中性子発光機構モデルによる中性子発光効率の計算値が，上記光スペクト
ロメーター装置による測定値とほぼ一致することから，このモデ、ルが，光学窓材料の 14MeV 中性子誘起発光
量の推定及び光学系核融合診断装置の設計や性能評価に有効に利用できることを示している o
4) 光学窓材料の14MeV 中性子照射効果の詳細な解明には，光学的性質のみならず，同時に電気的性質の観点か
らの系統的な実験と解析が有効かっ重要であると指摘している。
以上のように，本論文は核融合炉診断装置に欠かせない光学窓材料に及ぼす14MeV 中性子照射効果の影響を定量
的に評価する方法を実現したものであり，核融合工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める o
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